
  

 

 

 

 

の行事予定 
＜１１月の生活目標＞ 

(1) 校舎・教室内外をきれいにしよう。 

(2) 学習の仕方を工夫し、意欲をもって取り組もう。 

１１月の主な行事予定 
２日(土) 鵬祭 

 ３日(日) 文化の日 
 ４日(月) 振替休日 
 ５日(火) 振替休業日 
８日(金) 教育相談（～11/18） 

１３日(水) 県民の日 
１４日(木) ２学期末テスト（４教科） 
１９日(火) 金曜日課 
２１日(木) 中央委員会 
２２日(金) ２学期末テスト（５教科） 
２３日(土) 勤労感謝の日 

２８日(木) 常任委員会 

１２月の主な行事予定 
５日(木) 生徒会役員選挙 

１９日(木) 常任委員会 
２４日(火) ２学期終業式 
２５日(水) 冬季休業日（～1／7） 

 

１月の主な行事予定 
１日(水) 元旦 
８日(水) ３学期始業式 

１３日(月) 成人の日 
１５日(水) 常任委員会 

 

令和６年度 県北新人体育大会結果一覧 *個人は県出場の生徒 ※敬省略 

令和６年度 県新人体育大会結果 

バレー 【１回戦】 ×０－２ 八郷 

女子卓球 個）安 恵鈴華  １回戦敗退  
男子卓球 個）川田 真暉  ３回戦敗退 ベスト３２ 

女子ソフトテニス 【１回戦】〇３－０ 古河三   【２回戦】×０－３ 行方ＳＴＣ   

サッカー 【１回戦】×０－２ 永山 

剣 道 【１回戦】×１敗４分 土浦四 

新体操 宇野瑠莉  個人の部 出場 水泳 木村翠心 50m・100m自由形 出場 
 

バレー 
【予選リーグ】     ○２－０ 常北  ○２－１ 久慈   
【決勝トーナメント】 ○２－０ 中郷  〇２－０ 磯原  
【準決勝】×０－２多賀 【３決】×０－２峰山 （４位・県大会出場） 

男子卓球 
団）【予選トーナメント】 ○３－０ 高萩   ×１－３ 泉丘  

【敗者復活】      ○３－０ 金砂郷 ×２－３ 十王  ベスト８ 
個）川田 真暉（１位・県大会出場） 

女子卓球 
団）【予選トーナメント】 ×０－３ 十王   

【敗者復活】      ○２－０ 松岡  ×０－３ 台原 
個）安 恵鈴華（17位県大会出場） 

男子ソフトテニス 
団）【トーナメント】  〇２－１ 世矢   ×０－２ 十王 
   

女子ソフトテニス 
団）【トーナメント】 ○３－０ 常北  ×１－２ 泉丘   
  【県代表決定戦】 〇２－１中郷  ○２－１  磯原  ×１－２ 日立一 
                  （４位県大会出場） 

サッカー 
【トーナメント】○３－０ 駒王  ×１－１ PK2－4  高萩 FC 
【県代表決定戦】〇４－０ 滑川 （３位県大会出場） 

軟式野球 【トーナメント】 ×５－６ 駒王 

男子バスケットボール 
【予選リーグ】〇５８－５２ 太田  ×４５－４６ 中郷 
【準々決勝】 ×４２－６２ 駒王 

女子バスケットボール 【予選リーグ】〇９５－３２ 常北  ○５０－４２ 大久保 
【準々決勝】 ×３５－６９ 秋山 

剣  道 
女・団）【予選リーグ】 ○４勝１分 中郷  ×２勝３分 多賀            
    【準決勝】     ×１勝１敗３分  十王 （３位・県大会出場） 
男・団）【予選リーグ】 ×３敗２分 豊浦 

駅  伝 
【男子】１４位 豊田晴樹・大森凜平・鈴木仁悠・大森湧久・松澤治己・仲田渉吾 
【女子】１２位 山下咲季・小田部沙優・関璃宇・白石美桜・小寺凜和 

「心のハーモニー」を大切に 

校長 髙村 英季 

 朝夕はめっきり寒さが増すなど､少しずつではありますが、確実に秋の深まりを感じる季節になりまし

た。 

 １０月３日（木）～５日（土）に、県北新人体育大会が行われ、サッカー部､女子ソフトテニス部､バレ

ーボール部､剣道部（女子）が団体で、男女卓球部が個人で各１名ずつ県大会出場を決めました。その他に

も、各会場で助川中学校の代表として精一杯プレーする子どもたちの姿がみられ､大いに活躍しました。詳

しくは右頁をご参照ください。 

 １０月１７日（木）には県北駅伝大会が笠松運動公園で行われました。惜しくも県大会出場にはなりま

せんでしたが､選手一人一人が襷をつなぎ完走することができました。十分な練習時間もとれず､参加選手

も少ない中でしたが､各選手が意欲的に取り組み､大会当日も懸命に走る姿が見られ､たいへん立派でした。 

 さて､明日､１１月２日（土）に令和６年度鵬祭を開催いたします。 

 本年度のスローガンは、「光輝燦然（こうきさんぜん）～そして輝くＳＵＫＥＧＡＷＡ ＳＯＵＬ！～」

です。この行事も実行委員の生徒が中心となって企画・運営に取り組み、素晴らしい鵬祭を創り上げよう

と連日準備に取り組んできました。 

 特に鵬祭のメインのひとつといえる「音楽のつどい」に向けては､各学級とも「最優秀賞」の獲得を目指

し、発表当日に向けて熱心に練習に取り組んできました。 

 子どもたちの合唱は､音楽の専門的な見地からすれば､まだまだ未熟な点も多いと思いますが､毎年その

歌声には強く心を動かされます。私は､その要因が､合唱を創り上げる過程にあると思っています。 

 合唱では、よく「ハーモニーを奏でる」というフレーズが使われます。「ハーモニー」とは、「調和」

という意味です。つまり、合唱では、仲間の声や音を「感じ取り」、「合わせる」ことが大切になります。

また、リズムや音の強弱、音色を合わせて素晴らしいハーモニーを奏で、一つの合唱を創り上げるために

は、「心を一つに合わせる」ということも要求されます。事実、子どもたちは、音楽のつどいに向けて日々

練習を重ねる中で、様々な課題や困難を乗り越え、最終的には音はもちろん、心を合わせようとする姿が

見られるようになります。こうした合唱を創り上げる過程における子どもたちの様々な想いが歌に重なり、

心に強く響くのだと思います。 

 子どもたちには、この合唱を通して得た「他への気づき」「調和の大切さ」､そして「心を合わせる」と

いうことを大切にしてほしいと思います。その力は、やがて社会に出て活躍する子どもたちにとっては、

身に付けておかなければならない「生きる力」のひとつだからです。 

 また、「合唱」は「学級づくり」の一つと考えています。鵬祭で合唱の結果に優劣はつきますが、その

後も「学級づくり」は続きます。子どもたちには、合唱への取組やその結果、さらにはこれまでの学級の

姿を振り返り、目標とする学級のあるべき姿を目指し、今後も一人一人の「心の音色を感じ、そして合わ

せて」素晴らしいハーモニーを奏でることに努め、一人一人の心に響く「学級」を創り上げていくことを

期待しています。 

〔１１月号〕  令和６年１１月１日 

日立市立助川中学校 

日立市鹿島町 3-５-１  電話 22-534８ 


